
Ph. 101軒平瓦 5（四重弧文BⅠ1～6）

25   四重弧文B�1

26   四重弧文B�2

27   四重弧文B�3

28   四重弧文B�4

29   四重弧文B�5

30   四重弧文B�6

1：3



Ph. 102

31　四重弧文BⅡ1

34　四重弧文BⅡ4

35　四重弧文BⅡ7

32　四重弧文BⅡ2

33　四重弧文BⅡ3

36　四重弧文BⅡ8
0 1：3 20cm



Ph. 102軒平瓦６（四重弧文BⅡ1～8）

31   四重弧文B�1

32   四重弧文B�2

33   四重弧文B�3

34   四重弧文B�4

35   四重弧文B�7

36   四重弧文B�8

1：3



軒平瓦細部写真 7（四重弧文BⅡ）Ph. 103

1 隅軒平瓦。布jの綴じ合わせ目（左）と縫い目（右）（B�8）。 2 側板痕と粘土板合わせ目Z（B�4）。

3 凹凸面の調整。凹面に布jの布綴じ痕跡（B�1）。

1：3（1～3は1：6）

0 1：3 20cm

38　四重弧文BⅡ537　四重弧文BⅡ6



Ph. 104軒平瓦 7（四重弧文BⅡ5・6）

37   四重弧文B�6 38   四重弧文B�5

1 凹面は両端部以外、調整しない。凸面ナデ調整だが、斜格子叩き目あり（B�1）。

2 桶側板痕は上下で段差が逆転。桶中段に綴じ紐（B�1）。 4 瓦当面のキザミ。施文後の分割を示す（B�1）。

3 顎剥離面の叩き目（B�7）。

1：3（1・2は1：6）



軒平瓦細部写真 8（四重弧文BⅠ）Ph. 105

1 平瓦部を打ち欠いて作った隅軒平瓦（B�2）。 2 同左（B�3）。

3 布eの縫い目（左）と綴じ合わせ目（右、B�1）。 4 布ｆの互いに平行する縫い目と綴じ合わせ目（B�1）。

5 布eの綴じ合わせ目（中央右寄り、B�1）。 6 布gの綴じ合わせ目（B�2）。

1：6



Ph. 106軒平瓦細部写真 9（四重弧文BⅠ）

2 布ｈの綴じ合わせ目と縫い目（B�4）。

3 ２とは表裏逆転した布ｈの綴じ合わせ目（B�4）。1 粘土板合わせ目Zと布袋のダーツ。布hか（B�4）。

4 B�2の凹凸面。凹面ナデ調整。狭端部に内叩き痕跡。凸面全面ヨコナデ調整。

5 瓦当部に残る分割線（B�2）。 6 施文具がずれて重複（B�4）。

1：6（5・6は除く）



軒平瓦細部写真 10（四重弧文CⅠ）Ph. 107

1 平瓦部を打ち欠いて作った隅軒平瓦（C�1）。

1：3（1は1：6）

39　四重弧文CⅠ1

42　四重弧文CⅠ440　四重弧文CⅠ2

41　四重弧文CⅠ3

44　四重弧文CⅠ6 45　四重弧文CⅠ6

43　四重弧文CⅠ5

1：30 10cm



Ph. 108軒平瓦 8（四重弧文CⅠ1～6）

1：3

39   四重弧文C�1

40   四重弧文C�2

41   四重弧文C�3

42   四重弧文C�4

43   四重弧文C�5

44   四重弧文C�6



Ph. 109

46　四重弧文CⅠ7

47　四重弧文CⅠ8

48　四重弧文CⅠ9
49　四重弧文CⅠ10

50　四重弧文CⅡ1

52　四重弧文CⅡ1

51　四重弧文CⅡ2
0 1：3 20cm



Ph. 109軒平瓦 9（四重弧文CⅠ7～10，CⅡ1・2）

1：3

46   四重弧文C�7

47   四重弧文C�8

48   四重弧文C�9

49   四重弧文C�10

50   四重弧文C�1

50   四重弧文C�2



Ph. 110

53　四重弧文CⅡ3

54　四重弧文CⅡ4

56　四重弧文CⅡ6

57　四重弧文CⅡ7 58　四重弧文CⅡ8

55　四重弧文CⅡ5

59　四重弧文CⅡ9
0 1：3 20cm



Ph. 110軒平瓦 10（四重弧文CⅡ3～9）

1：3

53   四重弧文C�3

54   四重弧文C�4

55   四重弧文C�5

56   四重弧文C�6

57   四重弧文C�7

58   四重弧文C�8

59   四重弧文C�9



軒平瓦細部写真 11（四重弧文CⅠ）Ph. 111

1 凹面左側に布kの綴じ合わせ目と縫い目。凸面斜格子叩き目。叩き締めの円弧を描く（C�1）。

2 布mの綴じ合わせ目（C�1）。 3 顎剥離面のキザミ目（C�1）。

4 C�2の凹凸面。凹面不調整。分割凸帯の紐は中途で桶にくぐる。顎面ナデ調整だが叩き目あり。

5 C�4の凹凸面。凹面中央に粘土板合わせ目Z、右側に布oの綴じ合わせ目と縫い目。顎剥離面にはキザミ目。

1：6



Ph. 112軒平瓦細部写真 12（四重弧文CⅠ）

1 C�3の凹凸面。凹面はヘラケズリ調整。内叩き痕跡あり。凸面と顎面に叩き目。

2 C�5も凹面はヘラケズリ調整。施文具のあたりは深い。凸面顎剥離面にはキザミ目なし。

3 C�2凹面の斜格子叩き目。 4 C�9の凹凸面。凹面全面ヘラケズリ調整。顎面に叩き目。

5 C�1顎剥離面のキザミ目と布圧痕。 6 C�5顎剥離面と凹型台圧痕。

8 顎接合粘土板の合わせ目（C�1）。 9 同前（C�2）。

7 C�2顎剥離面の叩き目。

10 C�5凹面の内叩き痕跡。

1：6（5～10は除く）



軒平瓦細部写真 13（四重弧文CⅡ）Ph. 113

1 C�1の凹凸面。凹面不調整。桶側板痕と糸切り痕明瞭。凸面叩き目は叩き締めの円弧。斜格子叩き目2種。

2 凹面左半中央に布綴じr。分割凸帯は紐。凸面斜格子叩き2種。顎剥離面に叩き目とキザミ目（C�1）。

3 凹面左側辺に粘土板合わせ目S。顎面は全面ヘラケズリ調整。段部に凹型台の圧痕（C�1）。

1：6



Ph. 114軒平瓦細部写真 14（四重弧文CⅡ）

1 C�5の凹凸面。凹面側板痕、糸切り痕、内叩き痕。凸面と顎面に斜格子叩き目。

2 C�2の凸面。顎面はヘラケズリ。 3 C�6の凸面。顎面のヘラケズリと型のあたり。

4 布綴じs（C�1）。 5 布綴じt（C�2）。 6 布綴じu（C�4）。

7 顎剥離面のキザミ目とそのネガ（C�1）。 8 分割凸帯の紐（C�2）。 9 焼成後ヘラ書「南十二」（C�2）。

1：6（4～8は除く）



Ph. 115

65　四重弧文D6

64　四重弧文D5

66　四重弧文D4

63　四重弧文D4

62　四重弧文D3

61　四重弧文D2

60　四重弧文D1

0 20cm1：3



Ph. 115軒平瓦 11（四重弧文DⅠ1～3，DⅡ1～3）

1：3

60   四重弧文D1

61   四重弧文D2

62   四重弧文D3

63   四重弧文D4

64   四重弧文D5

65   四重弧文D6



軒平瓦細部写真 15（四重弧文D）Ph. 116

1 D2の凹面。桶側板痕と布綴じjの綴じ合わせ目。

3 布j。D2（左）とB�8（右）は同じ布jを使う。綴じ合わせ目の比較。針目と布の糸目が一致。

2 Dの凹面。桶側板痕明瞭。

67　四重弧文E

0 1：3 20cm

1：6（1～3を除く。1・2は1：6）



Ph. 117軒平瓦 12（四重弧文E）

1 Eの凹面。布綴じw。側板痕は4と同じ。 3 Eの顎面の叩き目。

2 Eの顎剥離面キザミ目なし。

4 E凹面の側板痕跡。右の側板に短い凸帯2箇所。桶の連結に関係するか。凸面叩き締めの円弧。

67   四重弧文E

1：3（1～4を除く。4は1：6）



Ph. 118

72　四重弧文GⅠ1

70　四重弧文FⅡ 

73　四重弧文GⅠ2
69　四重弧文FⅠ2

71　四重弧文FⅡ 

74　四重弧文FⅠ1

68　四重弧文FⅠ1

0 1：3 20cm



Ph. 118軒平瓦 13（四重弧文FⅠ・Ⅱ，GⅠ1・2）

1：3

68   四重弧文F�1

69   四重弧文F�2

70   四重弧文F�

71   四重弧文F�

72   四重弧文G�1

73   四重弧文G�2



Ph. 119

75　四重弧文GⅠ3

76　四重弧文GⅡ1

78　四重弧文GⅡ2

79　四重弧文GⅡ3

77　四重弧文GⅡ180　四重弧文GⅡ4
0 20cm1：3



Ph. 119軒平瓦 14（四重弧文GⅠ3，GⅡ1～4）

1：3

75   四重弧文G�3

76   四重弧文G�1

77   四重弧文G�1

78   四重弧文G�2

79   四重弧文G�3

80   四重弧文G�4



Ph. 120

81　四重弧文HⅠ1

82　四重弧文HⅡ 

83　四重弧文HⅢ1

84　四重弧文HⅢ2
0 1：3 20cm



Ph. 120軒平瓦 15（四重弧文H）

1：3（1・2を除く。1は1：6）

81   四重弧文H�1

82   四重弧文H�

83   四重弧文H�1

84   四重弧文H�2

1 H�1の隅軒平瓦。 2 G�1の隅軒平瓦。



軒平瓦細部写真 16（四重弧文F・G）Ph. 121

1 F�は金堂修理用で大型。凹面側板痕なし、内叩き痕あり。凸面粗い斜格子叩き目。顎面ヘラケズリ調整。

2 F�の凹凸面。F�より小型。凸面叩き目は細かい斜格子。顎面ヘラケズリ調整（aタイプ）。

3 F�の凹凸面。顎面の叩き目と凸面のそれとは軸が直交。顎面不調整（bタイプ）。

4 G�1の凹凸面。凸面の縄叩き目は左右で方向が違う。顎面ヘラケズリ調整。

1：6



Ph. 122軒平瓦細部写真 17（四重弧文H）

1 H�1の凹凸面。FⅠと同規格で大型。凹面に内叩き痕。凸面と顎面にタテ縄叩き目。

2 H�凹凸面。H�1より一回り小型。凸面と顎面にタテ縄叩き目。顎剥離面にキザミ目なし。

3 H�2の凹凸面。凹面に内叩き痕。凸面と顎面にタテ縄叩き目。段部に凹型台の圧痕。

1：6



軒平瓦細部写真 18（四重弧文F・G・H）Ph. 123

1 F�顎接合粘土の剥離面。キザミ目とそのネガ。 2 F�の顎剥離面。キザミ目のネガ。

3 F�の顎剥離面。キザミ目とそのネガ。 4 G�1の凸面。顎面の叩き目と段部の凸型台圧痕。

5 G�4の顎面。叩き目とヘラケズリ調整。 6 G�4の顎剥離面キザミ目。

7 H�の顎面。叩き目と凹型台圧痕。 8 H�1の顎剥離面。縄叩き目あり。



Ph. 124軒平瓦細部写真 19（四重弧文F・G・H）

1 F�の瓦当面。施文前のヘラケズリと施文具の動き。 2 H�1の瓦当面。瓦笵の木目。

3 H�の瓦当面。瓦笵の木目。 4 H�1瓦当面の布圧痕。

5 F�側面の布圧痕。 6 G�1側面の布圧痕。

7 G�3側面にある凸型台の圧痕。 8 H�1側面の布圧痕。

9 F�狭端面の布圧痕。 10 G�1狭端面の布圧痕。



軒平瓦細部写真 20（三重弧文）Ph. 125

1 三重弧Cの凹凸面。凹面に内叩き痕。凸面の顎剥離面に縄叩き目とキザミ目。

2 三重弧B2瓦当面の施文具の動き。 3 三重弧Cの瓦当面。瓦笵の木目。

1：3（1は1：6）

86　三重弧文A2

88　三重弧文B2

89　三重弧文C

85　三重弧文A1

87　三重弧文B1

0 1：3 20cm



Ph. 126軒平瓦 16（三重弧文）

1：3（1は1：6）

1 四重弧文隅軒平瓦。斜めの側辺をゆるく立ち上げる。凹面全面ナデ調整。凸面に斜格子叩き目。

85   三重弧文A１

86   三重弧文A２

87   三重弧文B１

88   三重弧文B２

89   三重弧文C



Ph. 127

90　6572D

92　6642D

98　均整唐草文Ⅴ 99　連珠文 

0 1：3 20cm

91　均整唐草文Ⅰ 

93　均整唐草文Ⅱ 

95　均整唐草文Ⅱ 

94　均整唐草文Ⅵ 

96　文字文 
97　均整唐草文Ⅲ 

100　均整唐草文Ⅳ 



Ph.127軒平瓦 17（唐草文ほか）

90   重郭文
（6572D）

92   偏行唐草文
（6642D）

94   均整唐草文�

96   文字文「興福寺」

98   均整唐草文�

99   連珠文

91   均整唐草文�
（6661B）

93   均整唐草文�
（6703A）

95   均整唐草文�
（6703A）

97   均整唐草文�

100   均整唐草文�

1：3



丸　瓦 1Ph. 128

1   A�a

3   A�b1

5  A�c

1：6

2   A�a1

4   A�d1

6   A�a



Ph. 129丸　瓦 2

1  B�a

3  B�a

5   B�b1②

2   B�a

4   B�b1①

7  B�b26   B�b1③

1：6



丸　瓦 3Ph. 130

1  B�b1

3   B�b2②

5   B�b2④

1：6（4のみ1：7）

2  B�b2①

4   B�b2③

6   B�b3



Ph. 131丸　瓦 4

1：6（1と6は1：7）

1   B�b4

3   B�b5②

6   B�b7①

2  B�b5①

4   B�b6①

5   B�b6②

7   B�b7②



丸　瓦 5Ph. 132

1   B�b7③

3   B�b8

5   B�a2

2   B�b7④

4   B�a1

6   C�b

1：6（1は1：7）



Ph. 133丸瓦（玉縁）細部写真

1 B�a：凸面を平行叩き。

5 B�a：玉縁端部の粘土紐が剥落。

9 B�b1：凸面を縄叩き。

13 B�b2②：玉縁部凸面に平行沈線。

17 B�b5①：凹面を内叩き。

2 B�a：凸面を斜格子叩き。

6 B�b1：凸面を斜格子叩き。

10 B�b1：凹面の屈曲強い。

14 B�b3：玉縁部凸面をヨコ縄叩き。

18 B�b5：玉縁部凸面をタテ縄叩き。

19 B�b5①：玉縁凹面の刺し縫い。

3 B�a：凹面に残る斜格子叩き。

7 B�b1③：凹面広端縁のケズリ。

11 B�b1：凸面成形粘土の剥落。

15 B�b3：凸面をタテ縄叩き。

20 B�a：側面に残る分割截面。

22 C�b：凹面粘土紐の単位。

4 B�a：凹面粘土板合わせ目。

8 B�b2：玉縁部の凸帯。

12 B�b2：凸面をタテ縄叩き。

16 B�b8：玉縁凸面側縁のケズリ。

21 B�a：凸面側縁のケズリ。

23 C�b：凸面に残る横位ハケ目痕。



平　瓦 1Ph. 134

1   1A�

1：6

1 平瓦1類AⅠ。凸面、格子叩き目をヨコナデ調整。その上をキザミのない叩き板で叩く。凹面は調整なし。布綴じ1a。

2   1A�

2 平瓦1類AⅡ。AⅠより小ぶり。凸面は全面ヨコナデ調整。凹面に布綴じ1c。綴じ目と縫い目の痕跡をヘラケズリする。

3   1A�

3 平瓦1類AⅢ。AⅡよりさらに小ぶり。凸面は全面ヨコナデ調整。凹面に布綴じ1j。綴じ目痕をヘラケズリ。



Ph. 135平　瓦 2

4   1A�

4 平瓦1類AⅡ。凸面は全面ヨコナデ調整。凹面に布綴じ1b。綴じ目痕と縫い目痕をユビナデ。

5   1A�

5 平瓦1類AⅡ。凸面斜格子叩き目をヨコナデ調整。凹面に布綴じ1d。綴じ目痕をユビナデ。

7   1A�

6・7 平瓦1類AⅡ。布綴じ1cにともなう襞縫いの痕跡。2例とも同位置に粘土板合わせ目S。

6   1A�

1 布綴じ1b細部。

1：6



平　瓦 3Ph. 136

8   1A� 9   1A� 10   1A�

1：6

8・9 平瓦1類AⅡ。布綴じ1e。折り山をとらず、布を巻き付けて縫う。 10 布綴じ1f。綴じ目が開き加減。

11 布綴じ1g。紐の分割凸帯痕あり。

13 平瓦1類A�。布綴じ1m。

12 平瓦1類A�布綴じ1h。折り山は幅狭い。

14 布綴じ1n。綴じ目で襞縫いする。

１　布綴じ1k。

２　布綴じ1mの襞縫い？

11   1A� 12   1A�

13   1A� 14   1A�



Ph. 137平　瓦 4

15   1B�

15 平瓦1類B�。凸面両側縁に面取りのヘラケズリがない。凹面は大半調整しないが、布綴じ（1p）だけをユビナデ調整。

16   1B�

16 平瓦1類B�。B�より一回り小型。粘土板合わせ目Zをヘラケズリ。それ以外は調整しない。布綴じ1q。

17   1B�

17 平瓦1類B�。B�よりさらに広端幅が小さい。凹面は調整しない。布綴じ1yの縫い目痕。

1：6



平　瓦 5Ph. 138

18   1B�

1：6

18 平瓦1類B�。規格はB�にほぼ同じ。凹面側縁の面取りが幅広い。凹面調整なし。布綴じ1rは折り山の幅が狭い。

19 平瓦1類B�布綴じ1t。綴じ目開き気味。

21 平瓦1類B�布綴じ1s。綴じ目蛇行。

20 平瓦1類B�布綴じ1u。

22 平瓦1類B�布綴じ1wの綴じ目痕。 １　布綴じ1wの縫い目痕。

19   1B� 20   1B�

21   1B� 22   1B�



Ph. 139平　瓦 6

23   1C�

23 平瓦1類C�。凹面にヘラケズリ調整。凹面右縁に布綴じ1αと粘土板合わせ目S。

24   1C�

24 平瓦1類C�。狭端幅が小さい。凸面に格子叩き目。凹面全面をナデとヘラケズリで調整。かすかに布綴じ1βの綴じ目痕。

25   1C�

25 平瓦1類C�。広端幅が小さい。凹面の半分ほどをヘラケズリ調整。

1：6



平　瓦 7Ph. 140

26   1C�

26 平瓦1類C�。凹面縁の面取りを数回幅広く行うため、側辺の断面が丸い。凹面に布綴じ1γ。凸面に斜格子叩き目。

27 平瓦1類B�。布綴じ1z。

29 平瓦1類B�布綴じ1yの綴じ目痕。

28 平瓦1類B�の襞縫い痕。両側縁は打ち欠く。

1 屋根葺き時に側面を削るように打ち欠いた痕跡。28の打ち欠きと比較。

27   1B� 28   1B�

29   1B�

1：6（1を除く）



Ph. 141平　瓦 8

30   2A�

30 平瓦2類A�。凸面格子叩き目をヨコナデ調整。凹面に布綴じ2aと粘土板合わせ目S型。側面に分割截面が残る。

31   2A�

31 平瓦2類A�。広端に斜格子刻線叩き板側縁の痕跡。広端隅を焼成前に切り欠き。凹面中央やや下に布の破れあり。

32   2A�

32 平瓦2類A�。広端幅小。凸面は格子叩き目をヨコナデ調整。凹面に粘土板合わせ目Z型。

1：6



平　瓦 9Ph. 142

33   2B�

33 平瓦2類B�。凸面格子叩き目を丁寧にヨコナデ調整。凹面はナデとケズリで調整。布綴じ2eと粘土板合わせ目S型。

34   2B�

34 平瓦2類B�。凸面ヨコナデ調整。斜格子叩き目がかすかにある。凹面は全面タテにヘラケズリ調整。撚り紐の分割凸帯痕。

35   2B�

35 平瓦2類B�。広端幅小。凸面は格子叩き目をヨコナデ調整。凹面ほぼ全面をタテナデ調整。

1：6



Ph. 143平　瓦 10

36   2B�

36 平瓦2類B�。凸面にかすかに格子叩き目。凹面は全面ナデ調整。布綴じ2h。

37   2B�

37 平瓦2類B�。凸面は斜格子叩き目をヨコナデ調整。凹面左側に布綴じ2jの縫い目痕。

39   2A�

38 平瓦2類A�。布綴じ2b。

1：6

38   2A�

39 平瓦2類A�。布綴じ2c。綴じ目・縫い目痕とも蛇行する。



平　瓦 11Ph. 144

41   2A�

40 平瓦2類A�。凹面右側に布綴じ2dの布綴じ。

43   2B�

42 平瓦2類B�。布綴じ2f。

45   2A�

44 平瓦2類B�。布綴じ2k。

41 平瓦2類A�。布の破れがPh.141－31と一致。

43 平瓦2類B�。布綴じ2g。

45 平瓦2類A�。布綴じ2m。

1：6

40   2A�

42   2B�

44   2B�



Ph. 145平　瓦 12

46   3A�

46 平瓦3類A�。凸面に木目斜交の平行叩き目。布綴じ3a1。左に縫い目痕、右に綴じ目痕。

47   3A�

47 平瓦3類A�。凸面に木目平行・直交の格子叩き目。凹面側縁の面取り幅が大きい。

48   3B

48 平瓦3類B。凹面を全体にナデ調整。凸面に木目斜交の平行叩き目。織りの粗さからみて布綴じ3aの布か。

1：6



平　瓦 13Ph. 146

50   3A�

49 平瓦3類AⅠ。布綴じ3a1。2条のハ字形綴じ目痕。

52   3A�

51 布綴じ3a2。2条の綴じ目痕の間隔狭い。

54   3A�

53 平瓦3類AⅠ。布綴じ3b。

50 布綴じ3a1。右側の綴じ目痕と縫い目痕。

52 布綴じ3a2。綴じ目痕の左に縫い目痕なし。

54 布綴じ3c。折り山が綴じ目の裏で蛇行する。

1：6

49   3A�

51   3A�

53   3A�



Ph. 147平　瓦 14

56   3A�

55 平瓦3類AⅠ布綴じ3d。綴じ目まつり縫い。

58   3A�

57 布綴じ3g。左傾するぐし縫いの綴じ目痕。

56 布綴じ3f。右端にまつり縫いの綴じ目痕。

58 布綴じ3h。綴じ目と縫い目が平行する。

60   3A�

59 木目斜交の細粗2種の斜格子叩き目。

1：6

59   3A�

60 左右で2種の叩き目。叩き板の幅7㎝ほど。

55   3A�

57   3A�



平　瓦 15Ph. 148

61   3A�

1 平瓦3類A�。分割截線は凹面側から。

62   3A�

62 平瓦3類A�。凸面平行叩き目の例。凹面に布綴じ3j。

64   3A�

63 平瓦3類A�。布綴じ3j。

61 広端右隅に三角形の突起のある側板痕。

64 平瓦3類A�。布綴じ3k。

1：6（1を除く）

63   3A�



Ph. 149平　瓦 16

65   4A

65 平瓦4類A。凸面に木目斜交の粗い斜格子叩き目。凹面に布綴じ4a。綴じ目と縫い目がほぼ平行する。

66   4A

66 平瓦4類A。凸面に木目斜交の平行叩き目。凹面に布綴じ4j2。Ph.152-80と綴じ目痕は同一だが、ほどける。

67   4A

67 平瓦4類A。凸面に木目斜交の細かな斜格子叩き目。凹面に布綴じ4q。折り山の幅広い。

1：6



平　瓦 17Ph. 150

69   4A

68 平瓦4類A。木目に直交する平行叩き目。

71   4A

70 木目に斜交する粗い格子叩き目。

72   4A

72 平瓦4類A。木目に平行・斜交する斜格子叩き目。凹面に布綴じ4b。

69 木目に斜交する平行四辺形の斜格子叩き目。

71 木目に斜交する平行叩き目と粗い斜格子叩き目。

1：6

68   4A

70   4A




